
令和 7 年度 介護技術研修会  

日時：令和 8年 1月 16 日（金）13：30～15：30 

場所：もやい館 3階 もやいホール 

司会・進行 岩井局長 

 

講師：株式会社 Start movement 代表取締役 大堀 具視 氏 

サポートメンバー：熊本県介護福祉士会（水俣芦北津奈木ブロック） 

医療福祉考動塾ＰＬＵＳＯＮＥ、ビハーラまどか 

内容： 動動き出しは本人から」…動き出しに気づくことができれば現場が変わる 

 

介護は、本人が自分の生活を営むための支援であり、介助者が主導するものではない。本人が

動自分で動き出せる状態」をつくることが介護の本質であると考える。 

介助者が距離を詰めすぎたり、声掛けや動作を急ぎすぎたりすることで、本人の動話す・動く」

機会を奪ってしまうことがある。その結果、本人が“されるがまま”の状態になり、主体性が

失われるケースが見られる。 

時間と空間の動隙間」をつくる重要性 

• 時間の隙間：声掛けの後に一呼吸おくことで、本人の反応や意欲が見えてくる。 

• 空間の隙間：適切な距離を保つことで、圧迫感を与えず、本人が動やってみよう」と思える

余白が生まれる。 

本人の動きを信用すると、待つ時間に繋がる。 

同じ状態の方でも、この“隙間”の有無によって動きが大きく変わる。 

動動かし方」よりも、動本人がどう動き出すか」を観察し、そこから介助者の役割を決めていく

姿勢が重要である。 

動本人さんに教えてもらうつもりで介助する」という意識を持つことで、自然と本人の主体性

を尊重した関わりができる。 

また、動動けるけれど動いてはいけないと思っている」方には、動できることはご自身でして大

丈夫です」と伝えることで、動きが大きく変化する場面もある。 

医療行為は専門職に従う必要があるが、生活行為は誰もが日常的に行っている営みである。 

介護の場面でも、介助者の生活ルールを押し付けるのではなく、動同じ生活者」として本人のペ

ースや方法を尊重する姿勢が求められる。 

介護は人間関係…私たちがどんな意識で関わっているのか相手に伝わる動尋ねる」動伺う」 

自分でやることは顔つきも変わる 

意味のない動きをすることはほとんどないので、その動きからこちらも想像し、大事にする必

要がある。 

動きを意識させすぎることで動できなく」させてしまうのに、動出来ない」と判断してしまい、

食事の例で行くと、食事の形態まで変わってしまう事もある。基本的に介助は邪魔だと思わな

いといけない。 



介助に必要なのは、本人の動きを知ろうとする意識をもつことが大事。 

動出来ないこと」と動やらないこと」は違うし、やらなくなったことについては自信がなくなり 

介助者に委ねてしまい、何が出来て何が出来ないか分からなくなり、全介助に至ってしまうこと 

も起こりやすい。  

選択権は介助を受ける側にある←本人のことにする 

 

実技演習に入る前に・・・ 

⚫ 介助される体験をしてみる 

⚫ 予告なしで身体に触られる・動かされてみる←どう感じるか 

⚫ 刷り込まれている、自分の癖を知る 

実技演習 全て本人ごとにする 

○ 布団めくり～顔をみてもらう 

生活を自分からスタートするきっかけをつくる。小さな動作でも本人から始めてもらう。 

・体の動きは見ることから始まる。目が動かないと身体が突っ張る。 

→動けない人と判断し、利用者の動見る」という動き出しの前に介助の手が入る。 

・まず本人が動く→介助という流れを習慣化する。 

○ 予告・褒める・姿勢が変わったら止まってみる ※必要以上に動褒める」ことも大事。 

 

実技演習 起き上がり（頭を支える） 

一番大変な動頭」を支え、あとは本人さんの動き

に介助を合わせる。 

頭を支える受け皿（土台）を作る→頭を支えるの

が楽なところまで導く 

介助量の多い方は、下を向くことも少なくなる

し、恐怖感もあるので、前に向かう時には、介助

者が手をかざすといい。 

 

実技演習 ベッドから車椅子への移乗 

・本人さんが動きだしてからの介助の方が、本人もバランスがとりやすい 

・靴をみてもらい、足先だけも入れられますか？と聞く 

・車イスの位置を本人に聞いてみる 

・お尻をずらしてもらう→移動の始まり 

・移動先を確認してもらう、触ってもらう…何をするのか？ゴールは何か？を確認。 

・最短距離で介助…動線は最短距離で。本人から見えない方向への動きは、ポンポンと背中を

叩いて誘導（ナビゲーション）。 

・介助者が力を入れすぎると相手にも力が入り突っ張るので、ゆっくり優しく動かす方が上手

くいきやすい。 

座った人→座り直し→靴履き→立ち上がり→移乗に繋げる←繋げて考える 

 



（まとめ） 

・今日やったことの真逆にあるのが、現場で当たり前になっている動介助者のルールに従わせる」 

・予測できない体への接触・動かしてしまう→本人すると動動かされる」体験の積み重ね 

・介助量の多い方、体重の重い方、重症の方、早く動かして安心する姿勢にもっていきたいがゆえに

動早い介助」になってしまいがち。（自分の介助を動画に撮ってみるといい） 

→本人からすると動させてもらえない」という状況 

・介護・看護は、人と人とのコミュニケーションではあるが、主となるのは本人。 

・経験によって違うので、最低限共有するといい 

・身体が覚えた事は忘れない。動出来なくなる」ではなく動やらなくなる」が先にあって、機能

が衰える。  

・介助の前に身体が動き出すきっかけが大切。それが動動き出し」。 

・何か一つ自分で出来ると、他にも出来ることが増えてくるかもしれない。歯車のように本人

の生活が回り始める。 

・動作のできる、できないは想像の範囲を超えない。できないと思えば本当にできなくなる。

まずは動できる」という目で見て、できそうですかと動伺う」ことが大切。 

 

（以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 インストラクター養成講座  

  日時：令和 8年 1月 16 日（金）16：30～17：30 

場所：もやい館 3階 もやいホール 

受講者 熊本県介護福祉士会 千年、嶽本、森、田島 

医療福祉考動塾ＰＬＵＳＯＮＥ 稲田 

ビハーラまどか 鶴郷 

玉名聖ルカ苑  椎葉 

ハルコスモス  園田 

グリーンライフヴィラ荒尾 渡部 

 

（概要） 

・地元の介護関係者が、自ら動動き出しは本人から」

に関する講義・技術指導を行うことがで 

きるよう、具体的な研修の進め方、使用する資料等について大堀氏が説明（資料あり）。 

・当ネットワークでは、芦北高校福祉課の生徒に向けて、大堀氏による動動き出し」の研修を

行っており、令和７年度は 1年生を対象とした研修において、当研修の受講者が 1コマ担当

し講師を務めた（大堀氏はオンライン参加）。 

 令和 8年度は、2年生を対象とした研修において講師を務める予定。 

（講義する上での留意事項） 

・ 動～できますか？」動～できそうですか？」とお尋ねする事の大事さの復習をする。 

・講義の分担はどうするかは任せるが、内容として動動き出し」はどういったものか知ってもらう 

（導入） 

・説明が長くなると、聞く方も退屈になるので、簡単に分かりやすく説明できるように練習も

必要なのと、どんどん自分から入っていき生徒の身体に触れていくことも大事。 介護は、

触る・触られるといったコミュニケーションなので、男女関係なくおこなっていけるといい。 

（動きの確認） 

○起き上がり・・・布団をめくってもらうことから（本人ができることを奪わない） 

○予告する・・・先につたえることが何故大事なのか 

○視線・・・視線が動かない時、動いた時の身体の動きの違いを知る 

○スペースの確保・頭を支える・・・頭を支え動き出しをと、距離感について考える 

（近すぎると動けなくなる） 

・自分達で説明をしながら受講者に納得してもらい進めていく事が必要になる。 

・4つの実技の映像を見ながら、説明の仕方を学び、グループ内で説明をしながら実技を行う。 

・授業の中で、生徒さんへ実技指導をする際の声かけや動き等について、グループ内で動画を撮 

り合い、確認をする。 

以上 

 


